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 情報ひろば

行方市の人口
総　数　35,575 人（ｰ 74）
　男　　17,744 人（ｰ 43）
　女　　17,831 人（ｰ 31）
世帯数　12,842 世帯（ｰ 18）

平成 30年３月１日現在
※外国人住民を含む
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

https://www.youtube.com/
watch?v=IVAUma8WqlM

市役所　開庁時間
平日（月曜～金曜）
　午前８時 30分

～午後５時 15分　
※�休日窓口業務については、　
お問い合わせください。

答え：①（登録者3,000 人　配信数 2,200 回）
　たくさんのご応募ありがとうございました。正解者の中から厳正なる抽選の上、
プレゼントをお送りします。
 　なお、当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
【問い合わせ】情報政策課（麻生庁舎）☎０２９９－７２－０８１１

３月号掲載の読者プレゼントクイズの答えをお知らせします

スマートフォンをお持ちの方は、
２次元コードから行方市公式ホー
ムページをご覧いただけます。

行方市公式ホームページ
閲覧用２次元コード

【問い合わせ】商工観光課（北浦庁舎）☎０２９１－３５－２１１１

　市では、創業する人を支援するために、各機関と連携し、創業に関す
るさまざまな相談を受ける窓口を開設します。
　創業を検討されている方、創業間もない方、創業に興味をお持ちの方は、
ぜひご利用ください。

開設機関 住　所
商工観光課（北浦庁舎） 山田 2564-10
行方市商工会 麻生 1222-1
日本政策金融公庫土浦支店 土浦市中央 1-1-26　多摩川土浦ビル３階
茨城県信用保証協会 水戸市桜川 2-2-35　茨城県産業会館６階

■相談料　　無料
■相談時間　各機関の営業時間内

創業相談窓口を開設しています

～自然派のあなたに。～

NAMEGATA ICE（なめがたアイス）販売開始
　なめがた食彩マーケット会議では、農商工連携による６次産業化商品開発に力を入れています。
　このたび、消費者に行方産の野菜をＰＲするため、幅広い世代で食べられている氷菓子（アイ
スクリーム）として商品化しました。市内では、以下のとおり販売を開始します。
■販売開始日　４月１日（日）
■販売店舗　　行方市観光物産館こいこい（道の駅たまつくり）
　　　　　　　�天王崎観光交流センターコテラス（あそう温泉白帆

の湯）
■販売種類　　�スパイシー生

しょうが

姜、サツマイモ、大葉、トマト、
　　　　　　　イチゴミルク、紅コガネ焼酎
■販売価格　　350円（税込み）
【問い合わせ】
　なめがた食彩マーケット会議（農業振興センター内）
　☎０２９１－３５－３１１４
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※行方市では、新たな自主財源の確保や地元商工業者などの活性化、市民生活情報の提供を目的に有料広告掲載の取り組みを行っています。

●

●

●

柔道整復師・はり師・きゅう師

健康保険・交通事故・労災保険 受付

当 院 は「船 子」バ ス 停 留 所 よ り 徒 歩 １ 分 で す

ご自宅で施術する往診のご用命を受付ております

詳細は行方市ホームページのバナー広告をご覧ください。

日

行方市は、６次産業化を推進しています！

　３月９日（金）、茨城県女性プラザレイクエコーおよびなめがたファーマーズヴィレッジにおいて、行方市６次産業化
推進計画策定委員会および平成 29 年度行方市６次産業化・農商工連携ビジネスセミナー発表会を開催しました。

　茨城県内の自治体では初めてとなる、６次産
業化を推進する市町村戦略の策定に向けて、調
整を行いました。
　「『なめがたブランド』の構築による持続的な
農水産業の創出」を基本方針として掲げ、国や
県等の関連支援事業と連携を図りながら、事業
を展開してまいります。

〇平成 29年度行方市６次産業化・農商工連携ビジネスセミナー発表会

　東京農業大学生物産業学部との連携事業とし
て、地域資源の活用や地域の人材育成を目標に
取り組みました。
　今年度は「ものづくり」というテーマで、受
講生のビジネスプランが提案されました。発表
会終了後には、ビジネスセミナーの修了証が交
付されました。
　今後、本市の６次産業化をリードする、ビジ
ネスリーダーとしての活躍が期待されます。

　本市では、平成 30 年度も「行方市６次産業化・農商工連携ビジネスセミナー」を開講します。１次
産業の付加価値を高めたい方、モノづくりに興味のある方など、６次産業化を目指したい方を募集します。
　詳細はお問い合わせください。

【問い合わせ】農林水産課６次産業推進室（農業振興センター内）☎０２９１－３５－３１１４

〇行方市６次産業化推進計画策定委員会


